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m

事

間 ‘

題

に

m
す

る I 

識 .

を

f e
せ ：

ら

は
皆
®

去
1

一
年
間
に
於
け
み
政
府.の
册
政
；
^

策
の
算
髓 

と
其
適
杏
と
を
，

U

最
ダ
有
用
'な
.る
文
字
'
な
み
す 

'
湖
江
傅
十 

我
國
に
於
吹
る
有
数
の
財
敬
寧#

な
る
は 

鼓
に
贊
す
る
の
必
廣
な
き
の
み
な.ら
卞
、
傅
士
ぱ
我
画 

の
瑜
懷， 1̂

於V

獨
立
不
®

の
地
步
を
占
め
、
何
等
.の
權 

戚
に
屈
せ
す
、
何
等
の
階
級
に
媚
す
、
何
等
の
黨
派
に 

與
せ
す
、
常
に
何
等
の
制
截
と
拘
ま
と
を
許
さ

-̂̂
る
露

. 

利
な
る
#

舌
を
以
て
特
事
間®

に
働
し
て
縱g

横
臉
せ 

ら
る
’

こ
と
に
就
き
て
？
世
耽
に
定
評
あ.CN。

實
業
之c

i

本
社
は
此
普
有
用
め
字
が
徒
ら
に
右
新 

開
細
と
共i

i
p
l

却
せ
ら
れ
ん
i

せ
し
を
憂
ひ
て
か
、
今 

同
之
を
黨
集
編
整
し
て：
：
^
に
水
久
的
农
裳
を
與
ふ
る
と
，
 

同
時
に
新
お
に
之
に
蕭
す
る
世
人
，の
注
意
を
喚
起
せ
ん 

と
せ
'

^
。§

濟
財
政
撒
購』

卽
ち
是
れ
也
。
職
す
る
所 

は
前
記
財
政
間
題
の
論
評
以
外
に
物
價
蕭
ぁ
6

、
金
融 

偷
あ
6

>

势
働
問
題
あ
ろ
、
條
約
改
征
問
题
あ6

。
さ 

れ
ぱ
、
之
を
小
に
し
て
は
本
書
は
過
去
ニ
年
間
に
於
け

る
財
政
ま
の
側
面
觀
察
と
く
ベ
く
、
之
を
★
に
し
て 

は
同
b
:
ぐ
遞
去
：

i
j

年
間
に
於
け
る
經
濟
驶
要
；̂

#
ず
べ 

き
か
。
目
下
の.間
題
お
る
制
腐
盤
：理
の
原
因
を
知
ら
ん 

と
欲
す
る
者
、
過
去
ニ
年
間
に
於
け.る
經
濟
傘
の
糊
槪
、
 

を
知
ら
ん
と
饼
す.る
密
、
蹄
事
問
题
に
骤
ず
る
績
者
の 

抱
々
貝
と
氣
％
と"P

鐵
と
を
知
ら
ん
と
欲
ず
る
者
は
本
書 

の
存
在
看
服
ず
ぺ
か
ら-?K
O 

:
,
.

プ

&

ツ

ク

敎

授

原

箸

す

炎

尊.

三
上
}
^
毅

譯

述

貝

賤

舉

大

正11

ギ1
1
1

東

京

學

文M
發

行
 

.
，
她判
八
ぽ

二一

十
；兴
疋

慎

金

炎i.

*
5
^
,書
ほ
原
^
^
ぞ S

e
l
<2 ：c
t
i
e
d

 

R
e

居

n
g
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i
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F
*
a
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(

財
政
學
各
論
集)

と
云
；

3
、

'ノ
 

f
\ 
I

ド
*

K

學 

ズ
ロ
，
ツ
グ.氏
の
編
黨
に
係
る
ダ
の
な6

。
本

蓄
 

募の目的夢に關ずる歐米諸大家の蕭卓
 

譲
を
牧
集
し
て
脉
政
學
のW

節
密
を
し
て
單
に 

一
二
の 

敎
科
書
*又
は
&

者
書
に
聽
ら
ボ
し
て
、
直
接
に
大
家
の 

擎
に
成
6

お
る
有
名
，在
る
財
敬
蕭
を
蒸
讀
せ
し
め
て
、

巧

以
て
斯
學
を
研
鎭
す
る
と
同
骑
に
斯
學
の
發
建
に
對
し 

て
貢
獻
す
る
所
撒
か
ら
ず
る
學
者
及
び
其
著
述
に
關
す 

る一

般
的
槪
念
を
與
ふ
る
に
在6

と
す
。
さ
み
ぱ
、
ホ 

書
に
载
す
る
ダ
の
は
で
ダ
ム®
ス
ミ
ス
、リ
カ

I

ド
、
ニ

チ
、ラ
ク
、
ニ
}
ル
、
ル
ロ
ア
©

ボ
t

リ
t

、

パ
I

グ
ナ
­

セ
リ
グ
マ
 

\
:

、ノ
ス
タ
I

デ
ル
‘
、\

ド

レ
4

及
び
其
他
數 

.

十
の
大
家
の
學
說
な
る
が
、
之
を
ぱ
普
膨
の
.财
政
學
敎 

科
書
の
要
目i

i

準
b
 

^

分
類
し
、.
M

0

に
#

S

て
抑 

臉
せ
を
以
て
、首
尾

j:

賞
し
お
る
著
述
と
殆
ん
ど
異 

な
る
所
な
し
i

®

つ
ぺ
-
3
0 

本
書
の
譯
者
三
上
}
^
毅
ほ
は
經
濟
學
專
攻
の
爲
め
多 

年
来
國
に
留
學
し
、
歸
朝
後
幾
多
の
著
書
幷
に
譯
書
を 

發
表
せ
ら
れ
お
る'が
就
ホK

ダ
ふ
®
ス
ミ
ス
め
富
國
論 

マ
ル
サ
ス
の
人
口

#

、
件
に
デ
I

敎
授
著
世
界
商
業
ま 

を
譯
述
し
て4

<

にW

聲
を
博
せ
ら
れ
お6

。

斯

.
：
、
.
の

如 

く
譯
述
に
多
年
の
經
驗
を.有
せ
ら
る
、
人
の
手
に
成
れ 

る
こ
と
な
れ
ぱ
、
本
書
の
譯
述
は
自
然}^
:確
忠
實
、
行
. 

i
.

交
又
平
凝
流
暢
に
し
て
普
通
の
課
文i

其
a

を
異
に
す

脱
評
ど
紙
.
：.介
ハ
，バ

譯
書
は
原
*

の
譯
出
以
外
に
附
錄
と
し
て
、
故
乘
竹 

幸
太
成
の
遺
稿f

肅
堂
遺
稿
财
政
，論』
中
め
一
顶
日
本a
 

跳
の
沿
革
、
小
林a

三
郞
箸

『

财政學提要

』

ょ
6

S

 

ポ
規
在
の
桃
制#

、
楊
崎
親
之
肋
ほ
箸r

財
政
學』

5
-

の 

手
數
料
瑜
、
堀
江
歸一

:

ほ
著『

尉
政
學』

ょ
み
日
本
の
公 

償
沿
革
に
關
す
るj

原
、
神
に
吸
谷
劳
郎
巧(『

日
本
經 

濟
識』

ぴ
秘
崎
纖
之
助
氏
の
豫
算
癒
を
轉
職
せ
る
を 

以
て
、
内
外
の
諸
制
度
を
比
較
研
§
^̂

す
る
の
便
を
與
ネ 

る
ズ
の
な
ウ
ベ
し
。財政學の研究密殊に直 

接
譜
大
家
の
名
論
を
開&

ん
i

欲
ず
.る
激
に
は
本
書
は 

有
數
の
參
者
書
な6

。

離
作
難
取§
所

投

機

取0
論

、
黏

大
ニ
年
冗
明
祐
大
學
出
版
部
出
版
，、

翁

i

十
八
基
i

i

七
盤
.

本
書
は
多
年
其*

血
を
注
ぎy

我

國

於

け

る

®
引 

所
の
發
達
を
攻
究
せ
ら4

お
る
佐
職
博
十
：の
近
業
に
し 

て
且
つ
其
の『

マ
グ
ナ
ム
。
ォ
プ
！
ス

』

な
6

0

全
篇
ね緒

；：

-

, 

園
六1

九
.



撒

評

と

抓
.
介
、
.

1

跨

1

 

史
及
か
規
情
の
三
部
に
分
ち
 
> 

鎌
躲
に
於
て
投 

機
取
引
の
意
義
を
就
明
し
て
投
機i

賭
傅
と
の
異
同
を 

示
し
、
投

機

の

目

的

物

が

具

備

ず

き

一

個
の
要
件
を 

攀
げ
、
次
に
投
機
市
場
投
機
取
引
の
效
用
及
ぴ
投
機
業 

の
發
腐
を
論
卞
0第
二
、
歷
皮
の
部
に
於
て
は
德M

幕
府 

蹄
代
の
米
穀
取
引
所
の
發
雄
と
盛
衰
を
錄B

、
且
維
新 

以
後
に
於
け
る
米
穀
許
に
他
の
商
品
及
糖
式
取
引
所
の 

發
厲
を
說
く
こi

詳
な
ろ
。
第
！
 ！  

青
の
部
に
て
取S； 

所
の
構
成
、投

機

の
.
®

用
手
段
を
險
述
し
、最
後
に 

取
引
所
の
營
業
にW

ず
る
有
S

な
る
統
計
を 

.

取
引
所
繼
續
間
題
の®

し
き
今
日
吾
人
は
®
引
所
論 

の
大
家
の
擎
に
成
る
此
好
參
考
書
を
格
お
る
を
；

^

し
、 

且
つ
著
者
の
努
を
多
と
せ
ず
る
ぺ
か
ら
す
。
吾
\
ま
取 

所
政
策
論
を
®

す
る
ホ
書
の
下
卷
が‘j

日
ダ
早
，く
上 

梓
せ
ら
れ
ん
こ-V

を
®

望
し
て
已
ま
ざ
.る
な
ろ
。

歉
司
鶴
社
會
問
題
.の

根

本

觀

念

大
正
ニ
年
五
月
鼓
文
前
發
行 

斯
判
ニ1

百
七
十
直
定
偵
金
蠻

§

旨

錢

205

而
し
て
今
や
此
新
思
想
は
歐
米
の
思
想
界
を
風
靡
し 

終
に
我
國
を
侵
し
、
旣
に
多
く
の
歸
依
者
を
生
す
る
に 

至
'

多
^

^

^
學
を
街
ふ者

！：！

を
開
け
ぱ
べ
ル
グ
ゾ
ン 

を
語
ら
ざ
る
满
な
き
の
有
様
に
し
て
、
日
く
ベル
グ
ソ 

ン
の
哲
學
と
救
育
、0

く
べ
.

ル

グ

プ

ン

の

哲

學

と

可

，
 々

な
と
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
を
基
礎i

し
て
®
々
の
社
會
問
題 

を
論
す
る
こ
.；̂

は
一
他
の
流
行
お
ら
ん
と
せ
る
れ
如
し 

k

ロA

が
此
處
に
紹
介
ず
る
飯S

获

の『

社
會
間
題
の 

根
本
槪
念』

は
卽
ち
此
琉
行
の
産
物
の
一
な-:
と̂
す
。
： 

本
書
は
；

t

戸
高
等
商
業
#
校
敎
授
律
村
秀
秘
氏
め
編
纂 

に

係

る

國

良

經

書

の
.
一
に
し
て
、
其

第一

冊
は
大 

西
猪
之
助
氏
®

r

商
闘
主
義
#

』

な
る
が
本
書
は
其
第！

一
 

冊
な
著
激
は
先
づ
笨
と
社
會
問
題
の
根
本
原
因
に 

起
し
社
會
階
級
、
社
會M

の
發
展
を
論
t

轉
b

て
此 

社
會
間
題
の
傷
決
に
關
す
る
學
說
、
卽
ち
個
人
主
義
、 

社
會
主
義
及
び
社
會
改A

主
義
を
ぱ
ベ
ル
グ
ソ

ン
式
哲 

學
の
立
脚
地
ょ6

評
説
し
て
社
會
改
&
主
義
を
以
て
最 

善
の
策
な
-

^
と
の
結
論
を
與
へ
お
タ
。
行
文
流
暢
玲
瑞
、

批
評
と
糾
介

'

M 

力I
I
P
,

斬

に

撒
.

ぎ

去

6

た

る

十

九

世

紀

は

人

類

の

經

激

©

生 

'

活

の

大

發

腰

時

代

ギ

る

，i

同

源

に

科

學

の

全

盛

蹄
 

る

の

觀

あ

6

き

。
，然

る
，
.に

其

未

葉

に

至

&

て

佛

國

の

，哲
 

學者ベルグゾンは

，1
.

新

思

想

を
®

吹

せ

る

に

大

に

世

：
 

人

の

歡

迎

す

る

所

と

爲

れ

6

。世にベルグソンの

®

 

學
し

‘

知

ら

る

、
ダ

の

創
^

れ

也

。

氏

の

は

. 

要

す

る

に

宿

命

論

を

根

抵

よ
'O

v

否

認

ず

る

ゼ

の

に

，し
て 

科

學

の
.

機

咸

に

對

す

る

f

の

反

動

と

し

て

起

れ

る

思

想

：
 

に

外

な

ら

す

。

而

し

て

宿

命

論

ほ

嚴

密

な

る

斜

學

的

見
 

解

を

前

提

と

せ

る

ダ

の

に

し

て

從

て

科

寧

的

立

脚

地

よ
 

6

し

て

は

如

何

ダ

る

能

織

を

弄

す

る

ダ

之

を

否

定

す

る
 

こ

ど

能

は

ざ

る

と

，
同

#

に

、

ベ

ル

グ

ソ

ン

主

義

は

科

學
 

上

何

等

の

償

艦

を

有

せ

ざ

る

ダ

の

な

云

ひ

得

ぺ

し
 

然

か

？

世
人
だ

此
主

義

を

目

す

る

猶

ほ

阜

夭

に

雲

覚

を
 

望

む

が

如

き

の

觀

あ

る

は

何

故

な

る

か
Q

叢

し

精

纖

藤

な
る
科
#
御
推
臉
は
幼
蹄
よ
-
推
理
的
思
索
の
經
驗 

を
有
せ
ざ
る
者
を
し
て
漸
や
く
倦
愈
を
戚
せ
し
む
る
に 

至
れ
る
を
以
て
な
る《

し
。

n

f

,
1
1

何
事
な
ベ
ル
グ
ゾ
ン
化
ず
る
は

1

世
の
流
行
お
ら
ん 

と
ず
る
傾
向
あ
る
は
旣
に
述
べ
お
る
が
如
く
な
る

1
S
P、 

我
画
に
於
け
る
社
會
政
策
の
ベ
ル
グ

ゾ

ン
化
は
吾
人
の 

知
る
所
に
據
れ
ぱ
本
書
を
以
で
厳
初
の
試
み
と
爲
す
。 

吾
人
は
著
者
の
創
見
と
大
勝
と
に
敬
服
せ
ざ
る
^
^
^
,
卞 

.

而
ダ
是
れ
本
書
の
長
所
お
るI
J
同
#
に
紐
所
な
る
ぞ
是 

非
な
け
れ
。
箸
者
は
深
く
ベ
ル
グ
ゾ
ン
の
哲
學
を
謝
架 

す
る
と
な
く
し
て
此
哲
學
を
根
據
と
し
て
、
立
輸
せ
る 

の
結
巢
往ホ

#
}

强
附
會
の
誰
に
階
る
の
虞
あ
，

0
。

殊
に
，
 

社
會
改
良
主
義
を
以
て
ベ
ル

‘
グ
ソ
ン
主
義
と

1

致
せ
る
：
 

な
の
也
i

論
せ
る
の
 

一g
c

を
以

V

然
6

と
す
。
ペ
ル
グ
；
 

ソ
ン
は
g

然
の
.
科
#

的
將
梵
を
是
認
す
る
？
人
生
の
科 

學
的
研
究
を
否
走
せ
る
也
。
而
ぉ
社
會
改
良
主
義
は
人 

生
の
科
學
的
將.究
に
其
；
^

礎
を
僵
く
な
の
な.
^
と
す
？ 

然

ろ

と

雖

ミ

斯

る

批

評

は

或

は

望

®
.
:

§

な

る

ぺ

し

普
 

人

は

社

會

間

題

.に

.妮

账

を

る

？
！̂

者

に

對

し

て

本

書

一 

は】

讀
の
値
あ
る
ダ
の
と
し
て
推
擧
ず
る
を
僻
せ
す
。
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